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An essay on photography;Autonomy 

































































































































































































































































































































































































































































[4] Hirosaki University Repository for Academic 
Resources 人文学部・人文社会科学研究科 人文社会論
叢. 人文科学篇 6 号． 
[5] アレクサンダー・ウォルコットがニューヨークに、
サウルスワースらがボストンに開設した。 
















みすず書房 1986 年 
[13] スーザン・ソンタグ『写真論』晶文社 1979 
[14] 注［10］におなじ。 
[15] アンディー・ウォーホールのマリリン・モンローの
グラフィックアートなどに代表される。 
[16] ヴァルター・ベンヤミン『複製技術時代の芸術』（晶
文堂 2007） 
[17] ロバートフランク「そしてまた、写真を生み出すの
は常に自分自身の瞬間的反応だ」（『US カメラ・ 
annual』1985） 
[18] 注［10］におなじ 
[19] 注［13］におなじ 
[20] デジタルフォトはジェンダーすら変更することが可
能であり、写真の人物の性差は無視して考えなけれ
ばならない。また加齢による老化の姿も変化させら
れる。ないものからあるものを作り出すことが可能
となった。 
[21] 注［13］におなじ 
[22] ヴァルター・ベンヤミンはパリのファシズム研究所
で行った講演の中でこのように語る 
 
 
